
 
 

CAMPUS Asia 
2012 Korea-China-Japan International Summer School 

募集要項 

 
公共政策大学院で行う CAMPUS Asia プログラム「BESETO ダブルディグリー・マスタ

―・プログラム」は、北京(BEIJING)、ソウル(SEOUL)、東京（TOKYO）の国立三大学

を舞台にした東アジア公共政策・国際関係分野での英語による最高水準学位・交換プログ

ラムです。 
 
公共政策大学院の皆さんに、アジアの優秀な学生と机をならべ、約 2 週間の International 
Summer School にて、東京大学、ソウル大学校、北京大学の教授による講義やディスカッ

ション、フィールドトリップなどで有意義な夏を過ごしませんか。東アジア地域の国際関

係、公共政策に興味のある学生、特に CAMPUS Asia Program での留学に関心のある日本

人学生は、ぜひ下記の要領で申し込んでください。 
 

文部科学省国際化拠点整備事業「大学の世界展開力強化事業」 
CAMPUS Asia 2012 Korea-China-Japan International Summer School 

“Enhancing Regional Cooperation in East Asia” 
 

 Course Title: Seminar on Area Studies- East Asia in the Modern World 
 Date: August 1st – 13th 2012 
 Venue: GL-Room, Graduate School of International Studies, Seoul National 

University 
 Lectures: Professors from Seoul National Univ., Peking Univ. and The Univ. of Tokyo 

 
コース期間：2012 年 7 月 31 日～8 月 13 日 
単位数：3 単位 
参加資格：2012 年 4 月東京大学公共政策大学院の日本人学生であること。全日程への参加

が出来ること、および英語によるワークショップの参加が出来る英語力がある

こと（TOEFL iBT 90 点以上を取得していること）。 
 
募集人数：5 名 
応募締切：2012 年 6 月 11 日（月）午後 12:00（時間厳守） 



選抜方法：書類選考および公共政策大学院国際連携委員会による面接 
 面接対象者には、面接を下記の日程で行う予定です。都合のつかない場合はご連

絡ください。 
日時（仮）：6 月 13 日（水）か、14 日（木）のどちらか都合のよい日程を選んでもらいます。 

場所：第二本部棟 6 階 第 7 演習室 （623 号室） 
参加費： 公費負担となるもの（往復の航空運賃、基本的な宿泊費）以外の実費、宿泊費

のうち個人的な利用にかかる費用の実費、食費等 
応募方法：exchange@pp.u-tokyo.ac.jp まで、メール添付にて下記の書類を送ること 
 1) TOEFL 成績の写し 
 2) CAMPUS Asia 2012 Korea-China-Japan International Summer School 参加

申請書（ダウンロードし、入力したものをメールで送ってください。） 
 
日程（予定） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
公共政策大学院から教員及び職員が同行します。 
注）参加者は、個人の負担で必ず海外旅行保険に加入してください。 

 
7 月 31 日(火) 出国 
8 月 1 日(水)  9:30-12:30 講義 1  14:00-17:00 講義 2 (ソウル大学校教授) 
8 月 2 日(木)  9:30-12:30 講義 3 14:00-17:00 講義 4（ソウル大学校教授） 
8 月 3 日(金)  フィールドトリップ 
8 月 4 日(土)、 5 日(日) 自由行動 
8 月 6 日(月)  9:30-12:30 講義 5 14:00-17:00 講義 6（東京大学教授） 
8 月 7 日(火)  9:30-12:30 講義 7 14:00-17:00 講義 8（東京大学教授） 
8 月 8 日(水)  9:30-12:30 講義 9 14:00-17:00 講義 10（北京大学教授） 
8 月 9 日(木)  9:30-12:30 講義 11  14:00-17:00 講義 12（ソウル大学校教授） 
8 月 10 日(金) フィールドトリップ 
8 月 11 日(土)、12 日(日) 自由行動 
8 月 13 日(月) 帰国 
 


